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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準

作成機関である一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準の案を添えて日本産業規格を改正すべ

きとの申出があり，経済産業大臣が改正した日本産業規格である。これによって，JIS X 25010:2013 は改

正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実用新案権に関わる確認に

ついて，責任はもたない。 
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日本産業規格（案）       JIS 
 X 25010：0000 
 (ISO/IEC 25010：2023) 

システム及びソフトウェア技術－システム及びソフ

トウェア製品の品質要求及び評価（SQuaRE）－ 
製品品質モデル 

Systems and software engineering — Systems and software Quality 
Requirements and Evaluation (SQuaRE) — Product quality model 

 
序文 

この規格は，2023 年に第 2 版として発行された ISO/IEC 25010 を基に，技術的内容及び構成を変更する

ことなく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

ISO/IEC 25010:2011（JIS X 25010:2013）は技術的に改正され，この ISO/IEC 25010（JIS X 25010）第 2
版，ISO/IEC 25002（JIS X 25002）の第 1 版及び ISO/IEC 25019（JIS X 25019）の第 1 版に置き換えられ

た。 

主要な変更点は，次のとおりである。 

－ この規格は，JIS X 25010:2013 の製品品質モデルの部分を改訂する。他の部分については，品質モデ

ルの概観及び利用法を JIS X 25002 に，利用時品質モデルを JIS X 25019 に移す。製品品質モデルの品

質特性及び品質副特性は，ICT（情報通信技術）の最新技術へのよりよい理解及び適合の目的で，修正

されている。 

－ 製品品質モデルの対象は，様々なタイプの ICT 製品及び情報システムを含むように拡張されている。 

－ 安全性は，品質特性として追加されており，副特性として，運用制約性，リスク識別性，フェールセ

ーフ，危険警告性及び統合時安全性がある。 

－ 使用性及び移植性は，それぞれ，インタラクション容易性（対話性）及び柔軟性に置き換えられてい

る。 

－ インクルーシビティ（包摂性）及び自己記述性，耐攻撃性，拡張性は，それぞれ，インタラクション

容易性（対話性），セキュリティ，柔軟性の副特性として追加されている。 

－ ユーザインタフェース快美性及び成熟性は，それぞれ，ユーザエンゲージメント（利用者関与性）及

び無障害性に置き換えられている。 

－ アクセシビリティは，インクルーシビティ（包摂性）とユーザ支援性とに分割されている。 

－ 幾つかの特性及び副特性には，より正確な名称及び定義が与えられている。 

ソフトウェア製品を含む ICT（情報通信技術）製品は，組織及び個人の幅広く多様な活動の実行のため

に，ますます多く使用されるようになっている。個人の満足，組織での成功及び／又は人間の安全のため

の目的及び目標の実現は，高品質の ICT 製品に依存している。高品質の ICT 製品は，価値を提供し，起こ
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り得る好ましくない結果を回避するために利害関係者にとって不可欠である。“製品”という用語は，この

規格全体にわたって ICT 製品に対して使われ，この ICT 製品は，ソフトウェア，データ，ハードウェア，

通信設備，及び他の ICT 製品を内部に含む可能性がある。製品は，開発者，取得者，及び利用者を含む多

くの種類の利害関係者に様々な影響を与える。利害関係者には，製品を使用する事業の顧客，及び本番運

用中の製品を使用した情報システムの影響を受ける一般公衆の人々も含む。 

対象製品の包括的な仕様化及び評価は，利害関係者への価値を確実にする重要な要因である。このこと

は，システムに対する利害関係者の目的及び目標に関係する，必要で望まれる品質特性を定義することに

よって，達成することが可能である。これには，システムが利害関係者に及ぼす影響だけでなく，製品及

びデータに関連する品質特性も含まれる。妥当性確認されている又は広く受け入れられている測定量及び

測定手法を使用して，可能な限り，品質特性を仕様化し，測定し，評価することが重要である。この規格

の品質モデルは，要求事項，その達成基準及び対応する測定量を確立するために使用することが可能であ

る。JIS X 25010:2013 の製品品質モデルとの比較を附属書 A に示す。 

この規格は，SQuaRE ファミリー（ISO/IEC 250000～ISO/IEC 25099，JIS X 250000～JIS X 25099）の他

の規格と組み合わせて使用されることを意図している。 

この規格は，SQuaRE ファミリー規格の一部である。図 1 に，SQuaRE ファミリー規格の構成を示す。類

似の規格は，部門にグループ化される。それぞれの部門は，システム及びソフトウェア製品品質を確保す

るための異なった機能の実行に関する手引及び資料を提供する。この規格は品質モデル部門に属し，品質

管理部門に属する JIS X 25002 と整合されている。 

 

図 1－SQuaRE ファミリー規格の構成 

SQuaRE ファミリーの各部門には，次のものがある。 

－ ISO/IEC 2500n（JIS X 2500n） 品質管理部門 この部門の規格は，SQuaRE ファミリーの全ての他の

規格から参照される，全ての共通のモデル，用語及び定義を規定する。この部門は，ソフトウェア製

品の品質の要求事項，仕様化及び評価の管理を担当する支援機能に対する要求事項及び手引も提供す

る。また，品質モデルの使用のための実用的な手引も提供する。 

－ ISO/IEC 25000（JIS X 25000） SQuaRE の指針 

－ ISO/IEC 25001（JIS X 25001） 計画及び管理 

品質要求部門
2503n

品質モデル部門
2501n

品質管理部門
2500n

品質測定部門
2502n

品質評価部門
2504n

拡張部門 25050～25099
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－ ISO/IEC 25002（JIS X 25002） 品質モデルの概観及び利用法 

－ ISO/IEC 2501n（JIS X 2501n） 品質モデル部門 この部門の規格は，コンピュータシステム及びソ

フトウェア製品，データ，IT サービス及び利用時品質に関する詳細な品質モデルを提供する。 

－ ISO/IEC 25010（JIS X 25010） 製品品質モデル 

－ ISO/IEC TS 25011 Service quality models（サービス品質モデル） 

－ ISO/IEC 25012（JIS X 25012）データ品質モデル 

－ ISO/IEC 25019（JIS X 25019）利用時品質モデル 

－ ISO/IEC 2502n（JIS X 2502n） 品質測定部門 この部門の規格は，品質測定の枠組み，品質測定量

の数学的な定義及び適用のための実用的な手引を含む。製品の内部特徴及び外部特徴，データ，IT サ

ービス及び利用時品質のための品質測定量の例を提供する。製品の内部特徴及び外部特徴のための品

質測定量の基礎となる品質測定量要素（QME）を定義し，提供する。 

－ ISO/IEC 2503n（JIS X 2503n） 品質要求部門 この部門の規格は，品質モデル及び品質測定量に基

づいた品質要求事項の仕様化に役立つ。これらの品質要求事項は，開発する情報システム及び IT サー

ビスの品質要求事項を引き出すプロセスで使用可能であり，又は評価プロセスの入力としても使用す

ることが可能である。 

－ ISO/IEC 2504n（JIS X 2504n） 品質評価部門 この部門の規格は，評価者，取得者又は開発者のい

ずれかが実施する，ソフトウェア製品評価のための要求事項，推奨事項及び手引を提供する。評価モ

ジュールとして測定量の文書化のための手引も提供する。 

－ ISO/IEC 25050～ISO/IEC 25099 SQuaRE 拡張部門 これらの規格は，現在のところ，既製ソフトウ

ェア製品（RUSP）（JIS X 25051）に対する品質要求事項及び試験に対する指示，ユーザビリティの報

告書類のための産業共通様式（CIF）（JIS X 2506n），並びに，クラウドサービス及び人工知能のよう

な新技術のための品質モデル及び測定量を含んでいる。 

SQuaRE 規格は，JIS X 0160 及び JIS X 0170，特に，品質要求事項の仕様化及び評価のためのプロセス

と組み合わせて使用することが可能である。JIS X 25030 は，品質モデルをシステム及びソフトウェア品質

要求事項にどのように使用可能であるかを説明しており，JIS X 25040 は，品質モデルをシステム及びソフ

トウェア品質評価にどのように使用可能であるかを説明している。 

SQuaRE 規格は，次を提供するために，ソフトウェアプロセスアセスメントに関する ISO/IEC 33000（JIS 
X 33000）ファミリーの規格と組み合わせて使用することも可能である。 

－ 顧客－供給者プロセスにおける，ソフトウェア製品品質定義の枠組み 

－ 品質のレビュー，検証及び妥当性確認の支援，並びに定量的品質特性の確立の枠組み 

－ 管理プロセスにおける，組織の品質目標を設定するための支援 

SQuaRE 規格は，次を提供するために，JIS Q 9001（品質保証プロセスに関する規格）と組み合わせて使

用することが可能である。 

－ 品質目標を設定するための支援 

－ 設計のレビュー，検証及び妥当性確認のための支援 

1 適用範囲 

この規格は，ICT（情報通信技術）製品及びソフトウェア製品に適用可能な製品品質モデルを定義してい

る。製品品質モデルは，製品の品質特徴に関連する 9 個の特性（更に副特性に細分化される）で構成され
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る。特性及び副特性は，仕様化され，測定され，評価される製品の品質のための参照モデルを提供する。 

注記 1 この規格では，製品とは情報システムの一部である ICT 製品を指す。ICT 製品の構成要素には，

サブシステム，ソフトウェア，ファームウェア，ハードウェア，データ，通信インフラストラ

クチャ及び ICT 製品を構成するその他の要素が含まれる。 

このモデルは，開発者，取得者，品質保証及び品質管理要員，並びに独立した評価者を含む複数の利害

関係者が，対象製品のライフサイクル全体を通して，対象製品品質の要求仕様の策定及び品質評価に使用

することが可能である。製品ライフサイクルの中で，このモデルの使用が有用な活動には，次のものがあ

る。 

－ 製品及び情報システムの要求事項の引き出し及び定義 

－ 要求事項定義の包括性の妥当性確認 

－ 製品及び情報システムの設計目標の明確化，品質を達成するために必要なプロセスの設計 

－ 製品及び情報システムのテスト目標の明確化 

－ 品質保証の一部としての品質制御基準の明確化 

－ 製品及び／又は情報システムの受入れ基準の明確化 

－ これらの活動を支援する製品品質特性の測定量の確立 

注記 2 測定のための品質モデルの使用方法については，附属書 C で説明する。 

注記 3 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 
ISO/IEC 25010:2023，Systems and software engineering — Systems and software Quality Requirements 

and Evaluation (SQuaRE) — Product quality model（IDT） 

なお，対応の程度を表す記号“IDT”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“一致している”こと

を示す。 

2 引用規格 

この規格には，引用規格はない。 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，次による。 

ISO 及び IEC は，次に示すサイトにて，標準化用途の用語データベースを保守している。 

— ISO Online browsing platform：https://www.iso.org/obp 

— IEC Electropedia：https://www.electropedia.org/ 

3.1 
機能適合性（functional suitability） 

明示された状況下で使用するとき，意図した利用者の明示的ニーズ及び暗黙のニーズを満足させる機能

を提供する製品の能力 

注釈 1 機能適合性は，機能が明示的ニーズ及び暗黙のニーズだけでなく，機能仕様も満足させるかど

うかに関係している（C.1 参照）。 

3.1.1 
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機能完全性（functional completeness） 
明示された作業及び意図した利用者の目的の全てを網羅する，一組の機能を提供する製品の能力 

3.1.2 
機能正確性（functional correctness） 

意図した利用者が使用するとき，的確な結果を提供する製品の能力 

注釈 1 精度は，機能正確性の属性の一つである。 

例 科学計算ソフトウェアのような高精度が要求される製品の場合，製品は，正しい結果を提供する能

力があるだけではなく，必要な程度の精度をもつ結果を提供する能力がある。 

3.1.3 
機能適切性（functional appropriateness） 

明示された作業及び目的の達成を促進する機能を提供する製品の能力 

例 製品は，不要な段階を除いて，作業を完了するために必要十分な段階を提供する。 

注釈 1 機能適切性は，JIS Z 8520 における“ユーザが行うタスクへの適合性”に該当する。 

3.2 
性能効率性（performance efficiency） 

明示された状況下で，指定された時間及び指定されたスループット（処理量）設定値内で機能を実行

し，資源を効率的に使用する製品の能力 

注釈 1 資源は，CPU，メモリ，ストレージ及びネットワーク機器を指すことがある。 

注釈 2 資源は，他のソフトウェア製品，システムのソフトウェア及びハードウェア構成，エネルギー，

並びに材料（例えば，印刷用紙，ストレージ媒体）を含むことがある。 

3.2.1 
時間効率性（time behaviour） 

応答時間及びスループット速度が要求事項を満たすように，明示された状況下で明示された機能を実行

する製品の能力 

3.2.2 
資源効率性（resource utilization） 

明示された状況下で機能を実行する際に，明示された量以内で資源を使用する製品の能力 

3.2.3 
容量満足性（capacity） 

製品のパラメータの最大限度に対する要求事項を満たす製品の能力 

注釈 1 パラメータは，保存することができる項目の数，同時に利用する利用者の数，通信帯域，トラ

ンザクションのスループット，及びデータベースの大きさを含むことがある。 

3.3 
互換性（compatibility） 

同一の共通の環境及び資源を共有する間，他の製品と情報を交換する，及び／又はその要求された機能

を実行する製品の能力 

3.3.1 
共存性（co-existence） 
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他の製品と共通の環境及び資源を共有する間，他の製品に有害な影響を与えずに，要求された機能を効

率的に実行する製品の能力 

3.3.2 
相互運用性（interoperability） 

他の製品と情報を交換し，交換された情報を互いに使用する製品の能力 

注釈 1 情報は，意味のあるデータのことである。情報交換は，交換のためのデータ変換を含む。 

3.4 
インタラクション容易性，対話性（interaction capability） 

明示された利用者が，意図した作業を完了するために，ユーザインタフェースを介して利用者とシステ

ムとの間で情報を交換してインタラクションを容易にする製品の能力 

注釈 1 製品品質モデルにおける，インタラクション容易性及びその副特性は，様々な利用状況におい

て，特定の作業を完了するための，利用者（又は運用操作者）によるインタラクションを可能

にする属性の組に焦点を当てている。一方，利用時品質モデル（JIS X 25019）で定義されてい

るユーザビリティは，特定の利用状況において，利用者が効果的に，効率的に及び満足性をも

って作業を達成できるかを判断するため，使用の成果に包括的に焦点を当てている。 

注釈 2 インタラクション容易性は，ユーザビリティの前提条件である。 

注釈 3 インタラクションそのものは，ISO TR 25060 において，“ユーザインタフェースを介して利用

者とインタラクティブシステムとの間の情報交換”と定義されている。 

3.4.1 
適切度認識性（appropriateness recognizability） 

利用者のニーズに適していると利用者に認識される製品の能力 

注釈 1 適切度認識性は，製品又はシステム，及び／又は関連する文書の第一印象で，製品の機能の適

切さを認識する能力に依存する。 

注釈 2 製品の採用，取得又は使用に関して利用者が意思決定するのを支援するために，本格的な使用

開始前に，デモンストレーション，チュートリアル，文書，又はウェブサイトのホームページ

の情報を通じて，製品が情報を提供することがある。 

3.4.2 
習得性（learnability） 

明示された利用者に，明示された時間内に製品の明示された機能の使用を学習させる製品の能力 

3.4.3 

運用操作性（operability） 
運用操作及び制御を容易にする機能及び属性を備えている製品の能力 

注釈 1 運用操作性は，JIS Z 8520（ISO 9241-110）で定義されている，可制御性，利用者の誤りに対し

ての許容度（堅牢性）及び利用者の期待への一致に関係する。また，物理的なインタフェース

装置（例えば，マウス，タッチペンなど）の有効性及び効率性にも関連する。 

3.4.4 
ユーザエラー防止性（user error protection） 

運用操作エラーを防ぐ製品の能力 
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3.4.5 
ユーザエンゲージメント，利用者関与性（user engagement） 

継続的なインタラクションを促すように，意欲を引き出し，動機付けるような方法で機能及び情報を提

示する製品の能力 

注釈 1 この特性は，調和のとれた色彩，直感的なユーザインタフェース及び親しみやすい音声ガイダ

ンスといった，利用者の快適性及び満足性を高めるような製品の特徴を指す。 

3.4.6 
インクルーシビティ，包摂性（inclusivity） 

様々な背景の人々によって有効利用される製品の能力 

注釈 1 背景には，様々な年齢，能力，文化，民族，言語，性別，経済状況，教育，地理的な場所，及

び生活状況を含む（これらだけに限定されない。）。 

3.4.7 
ユーザ支援性（user assistance） 

明示された利用状況において明示された目標を達成するために，幅広い範囲の特性及び能力をもつ人々

に使用される製品の能力 

注釈 1 能力の範囲には，言語の違いを含み，及び，年齢，視覚，聴覚に関する障害，手，腕，脚など

の使用に関する障害を含む。 

注釈 2 この規格及び JIS X 25019 の“ユーザ支援性”を確実にするために，ソフトウェアのアクセシ

ビリティのための特定の規則及び手法の組を適用することが可能である。 

例 視覚，聴覚，及び動かすことが可能な体の部位の違い，又はこれらの変化に対応するために，表示

装置に加え，音声，視線，触覚などの様々な入力及び／又は出力の方法を使用して，利用者とイン

タラクションを行うことが可能なシステム。 

注釈 3 最初に要求事項で明示した利用状況を超えた実際の利用状況での違い又は変化によって生じる，

利用者の不便さ又は有効性の低下は，この品質特性の観点から評価及び要求事項定義を繰り返

して，問題を発見し，解決するという品質改善サイクルを繰り返すことで，解決される可能性

がある。 

このような利用状況の違い又は変化には，例えば，次のような場合がある。 

－ 車の運転中又は飛行する航空機内でシステムを使用する場合 

－ 事故又は災害のため，短時間の使用かつ小さな画面表で，システムを対話形式で緊急に使

用する場合 

－ 利用者が初心者の場合，又は利用者の使用目的，使用方法，若しくは技能及び知識が変化

している場合 

－ 傷害若しくは疾病の種類によって，又は治癒若しくは進行による経時変化によって，身体

的な能力が異なる利用者がいる場合 

さらに，ユーザ支援性及びインタラクション容易性（3.4）を向上させるために，適応性（3.8.1）
又は柔軟性（3.8）といった他の品質（副）特性を，共に適用することがある。 

3.4.8 
自己記述性（self-descriptiveness） 

利用者が必要とする所で適切な情報を提示し，製品及び他の資源との過剰なインタラクションなしに，

利用者に製品の能力及び使い方をすぐに分かるようにする製品の能力 
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注釈 1 他の資源には，利用者用文書，ヘルプデスク，他の利用者，及びその他の支援の情報源を含む。 

例 システム及び／又はソフトウェアの実行状況を利用者が簡単に理解することを助けるため，及び一

度に多くの指示を受けることで利用者が混乱しないようにするため，利用者の操作手順の指示事項

は分割され，操作の参考になるタイミングで対話形式で段階的に表示又は音声で説明される。 

3.5 
信頼性（reliability） 

明示された期間，明示された状況下で，中断及び故障なしに明示された機能を実行する製品の能力 

注釈 1 ソフトウェアでは，摩耗は起こらない。信頼性の限界は，要求事項，設計及び実装での障害の

結果，又は（利用）状況の変化の結果によるものである。 

注釈 2 ディペンダビリティは，信頼性の同義語としてよく使用される。しかし，ディペンダビリティ

は，セキュリティ（3.6），性能効率性（3.2），並びに，信頼性の副特性に加えて，附属書 B で示

されているような，継続的な支援性及びその他の特性を含む点で，より広い適用範囲をもつ。 
（出典：ISO/IEC/IEEE 24765:2017 の 3.3387 を修正。“システム，製品，又は構成要素が実行する度合

い”を“実行することができる製品の能力”に変更。“中断及び故障なしに”を追加。元の注記 1 は二つ

の新しい注釈に置き換え） 

3.5.1 
無障害性（faultlessness） 

通常の運用時に障害なしに明示された機能を実行する製品の能力 

注釈 1 無障害性の概念は，他の品質特性が通常の運用時に要求されるニーズを満たす度合いを示すた

めに，他の品質特性にも適用可能である。 

3.5.2 
可用性，アベイラビリティ（availability） 

使用することを要求されたとき，運用可能及びアクセス可能となる製品の能力 

注釈 1 外部的には，可用性は，全期間に対する，システム，製品，又は構成要素が作動状態でいる合

計時間の割合によって総合評価することが可能である。それゆえ，可用性は，（故障の頻度を左

右する）無障害性（3.5.1），障害許容性（3.5.3），及び（各故障後の停止時間の長さを左右する）

回復性（3.5.4）との組合せである。 

注釈 2 フェイルオーバー（failover）又は二重化システムで，可用性を支援することが可能である。 
（出典：ISO/IEC/IEEE 24765:2017 の 3.313 を修正。“システム，製品又は構成要素の度合い”を“製品

の能力”に変更。元の注記は二つの新しい注釈に置き換え） 

3.5.3 
障害許容性，耐故障性（fault tolerance） 

ハードウェア又はソフトウェアの障害があっても，意図したとおりに稼働する製品の能力 
（出典：ISO/IEC/IEEE 24765:2017 の 3.1574 を修正。“システム，製品又は構成要素が運用できる度合

い”を“稼働する製品の能力”に変更） 

3.5.4 
回復性（recoverability） 

中断又は故障時に，直接的に影響を受けたデータを復旧し，システムを望ましい状態に復元する製品の

能力 

注釈 1 故障発生後，製品を故障前と同じ使用水準で使用できない間の，使用不可能な時間の長さは，
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製品の回復性によって決まる。ただし，製品の回復性は，製品が動作するコンピュータシステ

ム，又はその製品機能の部分集合の回復性に依存する。 

3.6 
セキュリティ（security） 

人間又は他の製品が認められた権限の種類及び水準に応じたデータアクセスの度合いをもつように，情

報及びデータを保護し，悪意のある者による攻撃パターンを防御する製品の能力 

注釈 1 セキュリティは，製品若しくはシステムに蓄えられている又は蓄えられるデータと同様に，送

信中のデータにも適用する。 

3.6.1 
機密性（confidentiality） 

アクセスを許可されているデータだけにアクセスできることを確実にする製品の能力 

3.6.2 
インテグリティ（integrity） 

悪意ある行為又はコンピュータエラーによる権限のない変更又は削除から，システム及びデータの状態

を確実に保護する製品の能力 

3.6.3 
否認防止性（non-repudiation） 

事象又は行為が後になって否認されることがないように，行為又は事象が引き起こされたことを証明す

る製品の能力 

3.6.4 
責任追跡性（accountability） 

ある実体の行為がその実体に対して一意的に追跡することを可能にする製品の能力 
［出典：JIS X 5004:1991（ISO 7498-2:1989）の 3.3.3 を修正。“保証する特徴”を“可能にする製品の

能力”に変更。“追跡できる”を“追跡する”に変更。“エンティティ”を“実体”に変更。“動作”を

“行為”に変更］ 

3.6.5 
真正性（authenticity） 

ある対象又は資源が主張されたとおり同一であることを証明する製品の能力 
（出典：ISO/IEC/IEEE 24765:2017 の 3.302 を修正。“度合い”を“製品の能力”に変更。それに伴い文

構造を変更） 

3.6.6 
耐攻撃性（resistance） 

悪意ある者からの攻撃を受けている間も，動作を維持する製品の能力 

注釈 1 悪意ある攻撃には，サービス拒否攻撃，ランサムウェア攻撃，及び他の悪意のある行為が含ま

れることがある。この品質副特性に対する製品の能力を向上するために，次の手法を適用する

ことが可能である。 

－ セキュリティぜい（脆）弱性診断ツール，ぜい（脆）弱性スキャナー，静的解析ツールな

どのセキュリティ（3.6）ツールを使用して，製品の潜在的な欠点又は弱点を除去すること

で，既知の攻撃から継続的に製品自体を保護する。 
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－ セキュア・ソフトウェアコーディング，及び／又はセキュリティ強化機能若しくは仕組み

を組み込むことによって，製品のぜい（脆）弱性を最小限に抑える。 

－ セキュリティ上の理由から，製品の稼働寿命期間中は，製品のアップデートを維持する。 

3.7 
保守性（maintainability） 

意図した保守者によって，効果的かつ効率的に製品を修正される製品の能力 

注釈 1 修正は，環境の変化，並びに要求事項及び機能仕様の変更に対して，製品の是正，改善又は適

応を含むことがある。修正は，専門の支援担当者によって実施されるもの，及び業務若しくは

運用担当者又はエンドユーザによって実施されるものを含む。 

注釈 2 保守性は，アップデート及びアップグレードのインストールを含む。 

注釈 3 保守性は，保守活動を容易にするための製品固有の能力，又は製品を保守する目的で保守者が

経験する利用時品質として，解釈されることがある。 

3.7.1 
モジュール性（modularity） 

一つの構成要素に対する変更が他の構成要素に影響しないように制限する製品の能力 

注釈 1 モジュール性は，製品が個別で独立したモジュール又はコンポーネントで構成されており，結

合力のある内容であり，他のモジュール又はコンポーネントとの結合が最小限であることを意

味する。 

3.7.2 
再利用性（reusability） 

複数のシステムで資産として使用される，又は他の資産の構築に使用される製品の能力 

3.7.3 
解析性（analysability） 

欠陥若しくは故障の原因を診断するため，又は修正する部分を特定するために，製品の一つ以上の部分

への意図した変更が製品に与える影響について，効果的及び効率的に総合評価される製品の能力 

注釈 1 製品が製品自身の障害を分析する仕組みを提供すること，及び故障又は他の事象の発生前に報

告を提供することを，実装に含むことがある。 

3.7.4 
修正性（modifiability） 

欠陥を取り込むことなく又は既存の製品品質を低下させることなく，効果的及び効率的に修正される製

品の能力 

注釈 1 実装には，変更についてのコーディング，設計，文書作成及び検証を含む。 

注釈 2 モジュール性（3.7.1）及び解析性（3.7.3）は，修正性に影響することがある。 

注釈 3 修正性は，変更容易性（changeability）と安定性との組合せである。 

3.7.5 
テスト可能性，試験性（testability） 

要求事項が満たされているかどうかを判断するために，客観的かつ実行可能なテストを設計及び実行す

ることを可能にする製品の能力 
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（出典：ISO/IEC/IEEE 24765:2017 の 3.4271 を修正。“客観的で実行可能なテストをどの程度可能か”

を，“客観的かつ実行可能なテストを～可能にする製品の能力”に変更。“設計”を“設計及び実行”に変

更） 

3.8 
柔軟性（flexibility） 

要求事項，利用状況又はシステム環境に関する変更に対して適応される製品の能力 

注釈 1 利用状況に対する柔軟性は，技術的及び非技術的という二つの特徴的な側面を考慮することが

望ましい。技術的側面は，ソフトウェア，ハードウェア及び通信設備といった製品の実行環境

に関連する。非技術的側面は，利用者及び作業のような社会的環境，並びに気候及び自然のよ

うな物理的環境に関連する。 

3.8.1 
適応性（adaptability） 

異なるハードウェア，ソフトウェア，又は他の運用環境若しくは利用環境に，効果的及び効率的に適応

又は移行される製品の能力 

注釈 1 適応には，専門の支援担当者によって実施されるもの，及び業務若しくは運用担当者又はエン

ドユーザによって実施されるものが含まれる。 

注釈 2 製品がエンドユーザによって適応される場合は，適応性は，JIS Z 8520（ISO 9241-110）で定義

されている，“個人化への適合性”に相当する。 

注釈 3 最初に要求事項で明示した利用状況を超えた実際の利用状況での違い又は変化によって生じる，

利用者にとっての非有効性又は非効率性は，この品質特性の観点から評価及び要求事項定義を

繰り返して，問題を発見し，解決するという品質改善サイクルを繰り返すことで，解決される

可能性がある。 

さらに，適応性及び柔軟性（3.8）を改善するために，他の品質副特性，代表的には，インク

ルーシビティ（3.4.6）及びユーザ支援性（3.4.7）を共に適用することがある。 

このような利用状況の違い又は変更は，例えば次のような場合を含むことがある。 

－ 水中，宇宙空間など，当初意図していない状況でシステムを使用する場合 

－ 事故又は災害による，電力供給の不足又は通信ネットワーク接続断という，制限された運

用モードでシステムを使用する場合 

－ 当初意図していない種類の利用者が関わる又は影響を受ける場合 

3.8.2 
拡張性（scalability） 

ワークロードの増大若しくは縮小に対応する，又は変動に対応するために製品の容量満足性（3.2.3）
に適応する製品の能力 

3.8.3 
インストール性，設置性（installability） 

明示された環境において，製品を効果的及び効率的に正常にインストール（設置）及び／又はアンイン

ストール（削除）される製品の能力 

注釈 1 製品をエンドユーザがインストールする場合，インストール性は，結果として生じる機能適切

性（3.1.3）及び運用操作性（3.4.3）に影響を与える可能性がある。 

3.8.4 
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置換性（replaceability） 
同じ環境において，同じ目的のために他の明示された製品と置き換える製品の能力 

注釈 1 ソフトウェア製品の新しい版の置換性は，アップグレード時に利用者にとって重要である。 

注釈 2 置換性は，インストール性（3.8.3）及び適応性（3.8.1）の両方の属性を含むことがある。この

概念はその重要さのため，独立した副特性として導入されている。 

注釈 3 置換性は，例えば，標準化されたファイル形式の使用によって，現在使用しているソフトウェ

ア製品の代わりに他のソフトウェア製品を使用できるようにすることで，ロックイン リスク

を低減する。 

3.9 
安全性（safety） 

定義された状況下で，人の生命，健康，財産又は環境が危険にさらされる状態を避ける製品の能力 

注釈 1 この規格では，安全性は，許容できないばく（曝）露を避けられる製品の能力と定義されてい

る。したがって，許容できないリスクからの回避として安全性を定義する安全性関連の他規格

とは，定義が異なる。 
（出典：JIS X 0160:2021 の 3.1.48 を修正。“システムの期待”を“製品の能力”に変更。“定められた

状況下では危険にさらす状態に至らない”を“定義された状況下で，状態を避ける”に変更。注釈を追

加） 

3.9.1 
運用制約性（operational constraint） 

運用上の危険に遭遇したときに，安全面のパラメータの範囲内で又は安全な状態内で，その運用を制約

する製品の能力 

注釈 1 運用上の危険とは，人，財産及び環境が運用中に許容できないリスクにさらされる危険な状況

のことである。 

例 1 環境的状況又はパイロットのエラーが原因で，機体が失速状態に入るのを防ぐ制約。 

例 2 運用操作者の入力に関係なく，放射線装置によって放出される放射量を安全な閾値に制限する制

約。 

3.9.2 
リスク識別性（risk identification） 

許容できないリスクに生命，財産又は環境をさらす可能性のある，事象の経過又は運用操作の経緯を特

定する製品の能力 

3.9.3 
フェールセーフ（fail safe） 

故障時に，製品が安全な動作モードに自動的に製品自身を移行する，又は安全な状態に復帰する製品の

能力 

注釈 1 フェールセーフの品質副特性が，複雑なシステム又はソフトウェアに適用される場合，いずれ

の挙動がより安全かを判断するのが非常に困難なことがよくある。このような場合，機能安全

（functional safety）（3.9）の概念を用いることが可能であり，それによって，達成すべき安全性

の目標及び安全性の要求事項を導き出すために危険分析及び安全性リスクアセスメントを行う

ことが可能である。 

注釈 2 この品質副特性に関する製品の能力を改善するために，次を適用することが可能である。 
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－ 故障によって生じる損害をなくす，又は最小化する方法での運用 

－ 故障が発生したときに，安全に実行を継続するために，十分な一組の運用操作ができるよ

うに制御を移行する仕組みの実装 

例 通常の運用に失敗したときに，全方向が赤色の点滅に変わる信号機 
（出典：ISO/IEC/IEEE 24765:2017 の 3.1558 を修正。“に関連する”を“の能力”に変更。“システム又

は構成要素”を“製品”に変更。“又は安全な状態に復帰する”を追加。注釈及び例を追加） 

3.9.4 
危険警告性（hazard warning） 

安全な運用を維持するように時間内で十分対応できるように，運用又は内部制御に対する許容できない

リスクを警告する製品の能力 

例 歩行者用信号機は，緑から黄色又は赤に変わる前に，残りの秒数を表示するなどで警告標識を表示

する。 

3.9.5 
統合時安全性（safe integration） 

一つ以上のコンポーネントとの統合中及び統合後の安全性（3.9）を維持する製品の能力 

4 製品品質モデル 

4.1 製品品質モデルの構成 

製品品質モデルは，製品品質の特徴を 9 個の特性，すなわち，機能適合性，性能効率性，互換性，イン

タラクション容易性，信頼性，セキュリティ，保守性，柔軟性及び安全性に分類する。各特性は，関連す

る副特性の組から構成される（図 2 参照）。 
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図 2－製品品質モデル 

4.2 製品品質モデルの対象 

図 3 は，異なる品質モデルが情報システム又は IT サービスシステムの異なる構成要素にどのように適

用されるかを示す。これら品質モデルが組み合わさって，情報システム，ICT 製品，データ又は IT サービ

スの要求事項の仕様化，開発又は評価において，品質に関連する全ての側面が考慮されることを確実にす

るための枠組みとして機能する。しかし，各モデルにおいて品質特性に割り当てられる優先順位は，情報

システムが利用される状況に依存する。利用状況は，次を含む相互作用する要因の集まりで表現される。 

－ 利用者：システムを利用するタイプの人々 

製品品質 機能適合性

性能効率性

互換性

インタラクション容易性，対話性

信頼性

セキュリティ

柔軟性

安全性

保守性

共存性

相互運用性

適切度認識性

習得性

運用操作性

ユーザエラー防止性

ユーザエンゲージメント，利用者関与性

ユーザ支援性

自己記述性

無障害性

可用性，アベイラビリティ

障害許容性，耐故障性

回復性

機密性

インテグリティ

否認防止性

責任追跡性

真正性

耐攻撃性

適応性

拡張性

インストール性，設置性

置換性

運用制約性

リスク識別性

フェールセーフ

危険警告性

統合時安全性

モジュール性

再利用性

解析性

修正性

テスト可能性，試験性

機能完全性

機能正確性

機能適切性

時間効率性

資源効率性

容量満足性

インクルーシビティ，包摂性
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－ 目標：システムを利用して達成する利用者の意図 

－ 利用者環境：利用者がシステムを利用している状況 

－ システム状況：利用されているシステムの特質及び技術的状況 

製品品質モデルは，対象ソフトウェア製品を含む対象 ICT 製品に焦点を当てている。対象 ICT 製品は，

ハードウェア及び通信設備のほか，データ品質モデルの対象であるデータも含む。対象 ICT 製品は，一つ

以上の ICT 製品を含む可能性のある情報システムに含まれている。 

 

 

 
注記 矢印は，2501n の各品質モデルが適用される情報システム又は IT サービス内の対象実体を示す。 
 

図 3－品質モデル及びそれらの対象実体 

注記 1 IT サービスが ICT 製品及びその構成要素を含まない場合，IT サービスはそれらと別に評価す

ることが可能である。 

注記 2 ハードウェア及び通信設備が ICT 製品の構成要素である場合，製品品質モデルは，間接的にそ

れらに適用される。 

注記 3 サービス提供システムは，利用者に IT サービスを提供するための情報システムであり，人，プ

ロセス，技術，設備及び情報を含む。 

 

5 利用時品質モデルとの関係 

製品の特徴は，特定の利用状況における製品品質を決定する（表 1）。 

情報システム

ICT製品

データソフトウェア

ハードウェア及び通信設備

利用状況

利用者

利用者環境

目標

システム状況

製品
品質

モデル

データ
品質

モデル

利用時
品質

モデルITサービスシステム

ITサービス

サービス提供システム
ITサービス

品質
モデル

利用状況

利用者

利用者環境

目標

システム状況
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機能適合性，性能効率性，互換性，インタラクション容易性，信頼性，セキュリティ，柔軟性及び安全

性は，一次利用者にとっての利用時品質に大きな影響を与える。機能適合性，性能効率性，インタラクシ

ョン容易性，信頼性，セキュリティ，柔軟性及び安全性については，これらの分野を専門とする他の利害

関係者にとって特定の関心事になる可能性もある。 

性能効率性，互換性，信頼性，セキュリティ，保守性，柔軟性及び安全性は，システムを保守する二次

利用者にとっての利用時品質に大きな影響を与える。 

注記 利用者及び利害関係者の種類は，附属書 D で説明する。 

 

表 1－品質特性の影響 

製品品質特性 一次利用者にとって

の利用時品質への影

響 

保守作業での利用

時品質への影響 
他の利害関係者から

の情報システムの品

質に対する関心事 
機能適合性 X － X 
性能効率性 X X X 
互換性 X X － 
インタラクション容易性，対話性 X － X 
信頼性 X X X 
セキュリティ X X X 
保守性 － X － 
柔軟性 X X X 
安全性 X X X 
記号説明 

X 製品品質が利害関係者の利用時品質に影響する。 
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附属書 A 
（参考） 

JIS X 25010:2013 の製品品質モデルとの対比 

この規格は，JIS X 25010:2013 を改正し，同じ品質特性に幾つかの修正を加えたものである。 

－ 安全性は，品質特性として追加されており，副特性として，運用制約性，リスク識別性，フェールセ

ーフ，危険警告性及び統合時安全性がある。 

－ 使用性及び移植性は，それぞれ，インタラクション容易性及び柔軟性に置き換えられている。 

－ インクルーシビティ及び自己記述性，耐攻撃性並びに拡張性は，それぞれ，インタラクション容易性，

セキュリティ及び柔軟性の副特性として追加されている。 

－ ユーザインタフェース快美性及び成熟性は，それぞれ，ユーザエンゲージメント及び無障害性に置き

換えられている。 

－ アクセシビリティは，インクルーシビティ及びユーザ支援性に分割されている。 

－ 定義は，可能な限り現存の JIS を基にしている。また，この規格で定義されている用語は，その用語

の一般的な意味を表すように表現されている。 

－ 幾つかの特性及び副特性には，より正確な名称及び定義を与えられている。 

表 A.1 は，この規格と JIS X 25010:2013 との間の特性及び副特性の差異を一覧表示している。 

 

表 A.1－JIS X 25010:2013 の製品品質モデルとの比較 

箇条 JIS X 25010:2025 JIS X 25010:2013 注記 
3.1 機能適合性 機能適合性 － 
3.1.1 機能完全性 機能完全性 － 
3.1.2 機能正確性 機能正確性 － 
3.1.3 機能適切性 機能適切性 － 
3.2 性能効率性 性能効率性 － 
3.2.1 時間効率性 時間効率性 － 
3.2.2 資源効率性 資源効率性 － 
3.2.3 容量満足性 容量満足性 － 
3.3 互換性 互換性 － 
3.3.1 共存性 共存性 － 
3.3.2 相互運用性 相互運用性 － 
3.4 インタラクション容易性，対話性 使用性 名称変更 
3.4.1 適切度認識性 適切度認識性 － 
3.4.2 習得性 習得性 － 
3.4.3 運用操作性 運用操作性 － 
3.4.4 ユーザエラー防止性 ユーザエラー防止性 － 
3.4.5 ユーザエンゲージメント，利用者関与性 ユーザインタフェース快美性 名称変更 
3.4.6 インクルーシビティ，包摂性 

アクセシビリティ 分割し，名称変更 
3.4.7 ユーザ支援性 
3.4.8 自己記述性 － 新しい副特性 
3.5 信頼性 信頼性 － 
3.5.1 無障害性 成熟性 名称変更 
3.5.2 可用性，アベイラビリティ 可用性 片仮名名を併記 
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箇条 JIS X 25010:2025 JIS X 25010:2013 注記 
3.5.3 障害許容性，耐故障性 障害許容性（耐故障性） － 
3.5.4 回復性 回復性 － 
3.6 セキュリティ セキュリティ － 
3.6.1 機密性 機密性 － 
3.6.2 インテグリティ インテグリティ － 
3.6.3 否認防止性 否認防止性 － 
3.6.4 責任追跡性 責任追跡性 － 
3.6.5 真正性 真正性 － 
3.6.6 耐攻撃性 － 新しい副特性 
3.7 保守性 保守性 － 
3.7.1 モジュール性 モジュール性 － 
3.7.2 再利用性 再利用性 － 
3.7.3 解析性 解析性 － 
3.7.4 修正性 修正性 － 
3.7.5 テスト可能性，試験性 試験性 片仮名名を併記 
3.8 柔軟性 移植性 名称変更 
3.8.1 適応性 適応性 － 
3.8.2 拡張性 － 新しい副特性 
3.8.3 インストール性，設置性 設置性 片仮名名を併記 
3.8.4 置換性 置換性 － 
3.9 安全性 － 新しい特性 
3.9.1 運用制約性 － 新しい副特性 
3.9.2 リスク識別性 － 新しい副特性 
3.9.3 フェールセーフ － 新しい副特性 
3.9.4 危険警告性 － 新しい副特性 
3.9.5 統合時安全性 － 新しい副特性 
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附属書 B 
（参考） 

ディペンダビリティへのマッピングの例 

この附属書は，組織が独自のソフトウェア品質モデルを，この規格の製品品質モデルにどのように対応

付けることができるかの一例を示す。 

ディペンダビリティは，JIS Z 8115 で“要求されたときに，その要求どおりに遂行するための能力”と

して定義されている。ディペンダビリティ[1]を基にした製品品質の別の分類の一例を，次に示す。 

－ アベイラビリティ 要求どおりに遂行できる状態にあるアイテムの能力（出典：JIS Z 8115 の 192-01-
23）。 

－ 信頼性 アイテムが，与えられた条件の下で，与えられた期間，故障せずに，要求どおりに遂行でき

る能力（出典：JIS Z 8115 の 192-01-24） 

－ 回復性，復帰性 アイテムが事後保全を実施せずに，故障から回復する能力（出典：JIS Z 8115 の 192-
01-25） 

－ 保全性 与えられた運用及び保全条件の下で，アイテムが要求どおりに遂行できる状態に保持される

か，又は修復される能力（出典：JIS Z 8115 の 192-01-27） 

－ 保全支援性能，保全支援能力 保全支援に関する組織の有効性（出典：JIS Z 8115 の 192-01-29） 

－ 耐久性 与えられた運用及び保全条件で，有用寿命の終わりまで，要求どおりに実行できるアイテム

の能力（出典：JIS Z 8115 の 192-01-21） 

－ 安全性 リスク源となるアイテム及びリスクを被る実体からなるシステムが，安全を保持し得る性質

又は能力（出典：JIS Z 8115 の 192J-103-02） 

注記 この用語は，JIS Z 8115 の対応国際規格 IEC 60050-192 のディペンダビリティの用語として

定義されていない。しかし，JIS Z 8115 で定義されているため，その定義を記載している。 

－ セキュリティ この用語は，JIS Z 8115 のディペンダビリティの用語として定義されていない。 

この規格に適合するため，ディペンダビリティのこの定義は，表 B.1 に示すように JIS X 25010 の品質

モデルの部分に対応付けすることが可能である。 

 

表 B.1－ディペンダビリティのマッピング 

箇条 JIS X 25010 ディペンダビリティ 
3.1 機能適合性 * 
3.2 性能効率性 * 
3.3 互換性 * 
3.4 インタラクション容易性，対話性 * 
3.5 信頼性 信頼性 
3.5.2 可用性，アベイラビリティ アベイラビリティ 
3.5.3 障害許容性，耐故障性 耐久性 
3.5.4 回復性 回復性，復帰性 
3.6 セキュリティ セキュリティ 
3.7 保守性 保全性 

保全支援性能，保全支援能力 
3.8 柔軟性 * 
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箇条 JIS X 25010 ディペンダビリティ 
3.9 安全性 安全性 

ディペンダビリティについてのこの定義が，製品品質の幅広い総合評価の一部として使用される場合，

JIS Z 8115 に定義されたディペンダビリティに貢献するとは明記はないが，機能適合性，性能効率性，互

換性，インタラクション容易性，柔軟性，並びに利用時品質の特性及び副特性についても考慮する必要が

ある。［それらは表 B.1 ではアスタリスク（*）で示されている。］ 
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附属書 C 
（参考） 

品質モデルの測定への利用 

C.1 ソフトウェア特徴 

幾つかのソフトウェア特徴は，ソフトウェア製品に固有であり，幾つかのものは，ソフトウェア製品に

割り当てられる。特定の利用状況でのソフトウェア製品の品質は，その固有の特徴によって決定される。

また，システム特徴は，ソフトウェア特徴に似ていることが多い。 

注記 固有の特徴の例には，コード行数及びソフトウェアによって提供される数値計算の正確さがある。

割り当てられた特徴の例には，ソフトウェア製品の所有者，保証及びソフトウェア製品の価格が

ある。 

固有の特徴は，機能的特徴又は品質特徴のいずれかに分類することが可能である。機能的特徴は，ソフ

トウェアが何をできるかを決定する。品質特徴は，ソフトウェアがどの程度よく動作するかを決定する。

品質特徴は，ソフトウェア製品及び関係するシステムに固有である。割り当てられた特徴は，ソフトウェ

アを変更することなく変えることが可能であるため，ソフトウェアの品質特性とはみなされない。図 C.1
はこのソフトウェア特徴の分類を示す。 

品質要求事項は，非機能要求事項で特定されるものであり，機能要求事項と区別され，達成を要求され，

評価され，改善される，という基本的概念と合致するように，機能的特徴と品質特徴とは区別される必要

がある。両方の特徴は相互に支援することが可能である。例えば，機能的特徴の幾つかは，無障害性，障

害許容性，十分な実処理時間などの品質特徴からの支援によって，十分に明らかになる。逆に，品質特徴

は，機能的特徴を付け加えて具体化することが可能である。 

 

ソフトウェア

特徴 

固有の特徴 

分野に特有の機能的特徴 

品質特徴（機能適合性，信頼性，性能効率性， 

インタラクション容易性，セキュリティ，互換性， 

保守性，柔軟性，安全性） 

割り当てられた特徴 
ビジネスの特徴 例えば， 

価格，納入日，将来製品，製品供給者 

図 C.1－ソフトウェア特徴 

C.2 内部特徴の品質測定量，外部特徴の品質測定量，及び利用時品質の測定量 

各副特性に対して，ソフトウェアの能力は，測定可能である静的な内部特徴の組によって決定される。

内部特徴に対応する品質測定量（内部測定量）の例は，JIS X 25023 及び ISO/IEC 5055 に示されている。

特性及び副特性は，ソフトウェアを含むシステムが提供する能力の度合いによって，外部的に測定するこ

とが可能である。外部特徴に対応する品質測定量（外部測定量）の例も，JIS X 25023 に示されている。 

システム及び／又はソフトウェア品質の外部特徴に対応する品質測定量は，システム及び／又はソフト

ウェアの“ブラックボックス”ビューを提供し，コンピュータハードウェア及びオペレーティングシステ

ム上のソフトウェアの実行に関係する特徴を扱っている。ソフトウェア品質の内部特徴に対応する品質測

定量は，ソフトウェアの“ホワイトボックス”ビューを提供し，通常は開発中に評価可能なソフトウェア
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製品の静的特徴を扱っている。内部的に測定されるソフトウェアの品質は，外部的に測定されるシステム

及び／又はソフトウェアの品質に影響を与え，また，システムの利用時品質に影響を与える。 

例 JIS Z 8524 のメニューのインタフェース設計手引への適合度合いによって内部的に測定される運用

操作性は，利用者がメニューをうまく操作できる程度によって外部的に測定される運用操作性に貢

献する。それは，作業を実行するとき，有効性，効率性，及び満足性（利用時品質モデルにおける

ユーザビリティ）に貢献する。 

静的特徴のインスペクションに基づく内部特徴に対応する品質測定量は，ソフトウェア作業成果物の固

有の特徴を測定するために使用することが可能である（表 C.1 参照）。静的分析手法は，インスペクション

及び自動分析ツールを含む。作業成果物は，要求事項文書及び設計文書，ソースコード，並びにテスト手

順を含む。 

動的特徴の外部特徴に対応する品質測定量は，コンピュータシステム（図 3 の対象コンピュータシステ

ム）の固有の特徴及びソフトウェア製品のシステム依存特徴を測定するために使用可能である。 

利用時品質の測定量（テストを行う，又は実際の使用若しくは疑似使用の結果を観察することから導出

される）は，ソフトウェア，ハードウェア，通信及び利用者を含むことがあるシステムに内在する特徴，

並びにソフトウェア集約的なコンピュータシステム又はソフトウェア製品の，システムに依存する特徴を

測定する。利用時品質の測定量は，システムが利害関係者に与える影響に関連する。 

 

表 C.1－内部特徴の品質測定量，外部特徴の品質測定量，利用時品質の測定量の違い 

測定される特徴の種類 ソフトウェア製品の 
特徴 

コンピュータ  システム

の振る舞いの特徴 
ヒューマン コンピュータ シ
ステムの影響の特徴 

品質測定量の種類 内部 ： 
静的特徴のインスペク

ション 

外部 ： 
テスト，又は 
動的特徴のモデル化 

利用時品質： 
テスト，又は実際の使用若し

くは疑似使用の結果の観察 
ソフトウェア製品の 
特徴の種類 

固有 コンピュータシステム 
依存 

ヒューマン コンピュータ シ
ステム依存 

コンピュータシステムの 
特徴の種類 

－ 固有 ヒューマン コンピュータ シ
ステム依存 

ヒューマン コンピュータ 
システムの特徴の種類 

－ － 固有 

システム及び／又はソフトウェア品質の外部特徴に対応する品質測定量を予測するために，システム及

び／又はソフトウェア開発プロセスの初期段階で，ソフトウェアの内部特徴に対応する品質測定量を使用

することがある。多くの場合，同じ特徴に対して，内部特徴に対応する品質測定量及び外部特徴に対応す

る品質測定量が存在する。例えば，外部的に測定される応答時間の予測のために，期待応答時間を推定す

る内部特徴に対応する品質測定量がある。 

製品品質の測定量の例は，JIS X 25023 に示されている。  
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附属書 D 
（参考） 

異なる利害関係者視点からの品質 

品質モデルは，利害関係者のニーズを収集するための枠組みを提供する。利害関係者は，次の種類の利

用者及び他の種類の人々を含む。 

a） 一次利用者 主目標を達成するためにシステムとインタラクションを行う人 

b） 二次利用者 支援を提供する人，例えば次の人 

1） コンテンツプロバイダ，システム管理者及び／又はシステム上級管理者，並びにセキュリティ管理

者 

2） 保守者，分析者，移植者，設置者 

c） 間接利用者 システムと直接インタラクションを行わないが，出力を受け取る人 

d） 他の利害関係者 

1） ビジネス上において製品に関わる人々，例えば，製品の営業担当者，製品のマーケティング会社の

経営者 

2） ライフサイクルの中でエンジニアリングによって製品と関わる人々，例えば，要求事項分析者，開

発者 

3） 運用中に製品の効果又は影響を受ける一般公衆の人々，例えば，鉄道旅客，電力供給の利用者 

利用者及び品質特性の幾つかの例を表 D.1 に示す質問によって示すように，これらの各種類の利用者は，

特定の利用状況における利用時品質及び製品品質に対するニーズをもっている。 

注記 コンテンツプロバイダは，データ品質の利用者ニーズももっている。 

 

表 D.1－製品品質に対する利用者ニーズの例 

利用者ニーズ 一次利用者 二次利用者  間接利用者 
－ コンテンツプロバイ

ダ 
保守者 － 

インタラクション インタラクション 保守及び移植 出力利用 
信頼性 利用者が作業を実施

するためにシステム

を使用するとき，シス

テムは，どのくらい信

頼できる必要がある

か。 

システムを新しい内

容で更新することは，

どのくらい信頼でき

る必要があるか。 

システムを保守又は

移植することは，どの

くらい信頼できる必

要があるか。 

システムからの出力

は，どのくらい信頼で

きる必要があるか。 

セキュリティ 利用者が作業を実施

するためにシステム

を使用するとき，シス

テムは，どのくらいセ

キュリティを確保す

る必要があるか。 

コンテンツプロバイ

ダがシステムを更新

した後，システムは，

どのくらいセキュリ

ティを確保する必要

があるか。 

保守改修を行った後，

又はシステムが移植

されたとき，システム

は，どのくらいセキュ

リティを確保する必

要があるか。 

システムからの出力

は，どのくらいセキュ

リティを確保する必

要があるか。 

習得性 システムを使用する

ための習得性は，どの

程度有効で，効率的

で，リスクがなく，満

内容を提供するため

の習得性は，どの程度

有効で，効率的で，リ

スクがなく，満足させ

システムを保守した

り移植するための習

得性は，どの程度有効

で，効率的で，リスク

システムからの出力

を使用するための習

得性は，どの程度有効

で，効率的で，リスク
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足させる必要がある

か。 
る必要があるか。 がなく，満足させる必

要があるか。 
がなく，満足させる必

要があるか。 
インクルーシ

ビティ及び 
ユーザ支援性 

システムは，障害のあ

る人々にとって，どの

程度有効で，効率的

で，リスクがなく，満

足させる必要がある

か。 

システムに内容を提

供することは，障害の

ある人々にとって，ど

の程度有効で，効率的

で，リスクがなく，満

足させる必要がある

か。 

システムを保守し，移

植することは，障害の

ある人々にとって，ど

の程度有効で，効率的

で，リスクがなく，満

足させる必要がある

か。 

システムの出力を使

用することは，障害の

ある人々にとって，ど

の程度有効で，効率的

で，リスクがなく，満

足させる必要がある

か。 

表 D.1 の利用者ニーズは，要求事項に対する開始点の例を提供しており，それらは，利用時及び保守時

のシステムの品質の影響を測定するための基礎として使用することが可能である。 

ソフトウェアの開発又は取得に先立って，品質要求事項は，利害関係者の観点から定義することが望ま

しい。利用時品質の要求事項の分析は，製品が利用時品質の要求事項を達成するために必要な，機能的な

要求事項及び品質要求事項を導き出すことにつながる。 

例 システム信頼性に対する全体的なニーズは，ソフトウェア製品の成熟性，可用性，障害許容性及び

回復性に対する特定の要求事項を導き出すことがある。信頼性は，システム全体の有効性，効率性，

リスク回避性及び満足性にも影響を与えることがある。 
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